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	８） 北部ブロック


Ⅰ　青少年の育成　

1 北部ブロック青少年交流会の実施

　　　２０００年から１教会の育成行事として　サレジオ会四日市志願院の司祭・志願院生をスタッフに、年３回

(２月・６月１１月)実施するとして始まった１泊２日の交流会は、２００３年１１月からブロック行事として行う

こととなった。

　　　　１日目　中高生・青年　　夕食後　聖書の分かち合い　　寝袋での宿泊

　　　　２日目　小学生中心　　「こどもと共に捧げるミサ」ミサ後聖書の勉強と交流のゲームや遊び。

昼食を楽しんで解散。

ブロック行事として４教会が全参加になるまでには、各教会の行事、教育担当者の実情もあり、回を

重ねる必要があった。

今年１１月５日・６日実施の交流会は、初めて４教会の参加が実現し、２日目は会場を奈良教会に

移して主日のミサを行った。子どもたちによる朗読・聖歌の奉仕に信徒の方々にも、ブロック行事とし

の子どもたちの育成に関心を持って頂けたのではないかと思う。

（参加数　小学生　３９名、中高生　１７名、大人　１４名）

　　　次回以降の受け入れについても、各小教区評議会で検討されていく体勢にあり、参加した児童・中高生

は何かを得ていることは間違いない。指導スタッフについてなど再考の余地はあるものの、継続しながら

少しずつの進展を期待したい。

2 合同サマーキャンプの実施

　　　従来からの奈良教会の行事に３教会が合流し、ブロック行事として定着してきた。

　　　７月１６・１７日(奈良市青少年野外センター)で実施。　（参加者　小学生４６名、大人２９名）３年以下の

児童・園児の参加が多く、保護者の参加が多かった。各教会スタッフが分担で役割を受け持ち、野外ミサ

で終え、合同サマーキャンプとして意義があった。

青少年の育成全般を通し､『信仰を次世代に如何に伝えていくか』は大きな課題でる。　幸い、教区主催の

教会学校リーダー研修会に、各教会から、スタッフが参加し、又、青少年担当司祭の積極的な意欲が

見られることは希望に繋がる。

Ⅱ　信徒の信仰養成

・奈良地区聖書講座への参加の促進

　　奈良地区で聖書講座が開かれ、３年目になる。参加者が固定化して、未受講者への呼び掛けや、開催

場所の考慮が必要である。　

　　先般行ったアンケートでは、「将来の受講・スタッフとしての協力可能」の回答が多かったことは評価に

値する。

　　「聖体の年」の最後に、各教会で、「聖体の永久礼拝」・「聖体賛美式」を行った。初めての経験の者もあり祈る

教会の姿を伝える必要を感じた。

Ⅲ　滞日外国人との連帯

・滞日外国人との交流の具体化

　　各小教区で、英語ミサ、国際協力委員との協力が行われているが、ブロックとしては具体的に何も進展

していない。

